
やまとの名品刑鴎館

「ほろほろと」発句画賛

許六画 芭蕉賛

幅物 1軸

縦 32.O cm 横 52.8cm
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「
ほ
ろ
ほ
ろ
と
山
吹
ち
る
か
た
き
の

お
と
」
は
、
芭
蕉
四
十
五
歳

（貞
享

五
年

。
三
ハ
八
八
）
の
春
、
『笈
の
小

文
』
の
旅
の
折
、
奈
良
県
吉
野
の
花

見
に
訪
れ
、
川
上
村
西
河
の
滝
の
ほ

と
り
に
て
詠
ま
れ
た
句

で
あ
る
。

『笈
の
小
文
』
に
は

「西
河
」
と
題

し
て
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
句
は

本
画
賛
の
他
に
自
画
賛
が
存
在
す
る

が
、
そ
ち
ら
は
現
在
所
在
不
明
と
な

っ
て
い
る
。

右
下
の
署
名

「
芭
蕉
桃
青
」
は
芭

蕉

の
こ
と
で
あ
り
、
「
桃
青
」
は
芭
蕉

の
俳
号
の

一
つ
。
「
ほ
ろ
ほ
ろ
と
…
…
」

の
句
は
芭
蕉
筆
で
あ
る
。
画
者

の
許

六
は
彦
根
藩

の
藩
士
。
江
戸
詰

の
折

（
一
六
九
二
―

一
六
九
三
）
芭
蕉
に

出
会

い
、
師
弟
合
作
に
て
本
画
賛
を

完
成

さ
せ
た
。
許

六
は
、
挿
図

「奥
の
細
道
行
脚
之
図
」
の
画
者

で
も
あ
る

（
『陽
気
』
二
〇
〇
七
年

十
月
号
）
。

本
画
賛
は

「
鯉
屋
物
」
と
呼
ば

れ
る
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
内
の

一
占
。̈

芭
蕉
の
門
人
で
あ
り
、
庇
護
者
で
も

あ

っ
た
杉
山
杉
風
の
家
の
屋
号
を
鯉

屋
と
い
い
、
同
家
伝
来
の
俳
諧
資
料

を
屋
号
に
ち
な
み

「鯉
屋
物
」
と
呼

ぶ
。
散
逸
し
た
も
の
も
少
な
く
な
い

が
、
芭
蕉
自
筆
の

『野
ざ
ら
し
紀
行
』

や

『鹿
島
紀
行
』
を
含
む
、
芭
蕉
と

門
人
ら
の
自
筆
資
料
な
ど
三
十
五
点

と
、
付
属
資
料
三
点
を
現
在
、
本
館

の
綿
屋
文
庫
に
所
蔵
し
て
い
る
。

山
吹
は
山
中
に
生
え
、
春
に
黄
色

の
美
し
い
花
を
付
け
る
植
物
で
、
春

の
季
語
。
西
河
は
吉
野
川
上
流
の
こ

と
。
急
流
で
滝
の
よ
う
に
水
が
流
れ

る
と
こ
ろ
か
ら
、
大
滝
と
も
い
う
。

散
り
落
ち
る
山
吹
の
静
け
さ
と
、
流

れ
落
ち
る
滝
の
荒
々
し
さ
の
対
比
が

面
白
い
。

遠
山
に
滝
を
青
く
、
山
吹
の
葉
は

緑
に
、
花
を
黄
に
淡
く
描
き
、
滝
の

音
で

一
重
の
山
吹
が
ほ
ろ
ほ
ろ
と
散

る
様
を
見
事
に
描
写
し
、
句
画

一
体

の
詩
趣
漂
う
俳
画
で
あ
る
。

（天
理
図
書
館
　
池
谷
　
礼
）

天理図書館
ほろほ ろ と」 発句 画賛

天理図書館のお知らせ Tel:0743‐ 63‐ 9200 http//www.tcl.gr.jp/

◆平日(午前 9時～午後 5時半)土・日・祝 (午前9時～午後4時半)

03月 の休館日:20日 。27日 ～31日

(本欄にて紹介した名品の閲覧については係へお尋ねください)


